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十
八
世
看
病
記 

洞
光
大
和
尚
（
父
）は
、
略
歴
に
あ
る
と
お
り
神
谷
恒
七
、

き
し
乃
の
三
男
と
し
て
北
海
道
で
出
生
、出
家
前
は
孝
三
の

名
で
あ
っ
た
。
父
恒
七
は
岐
阜
県
坂
内
村
川
上
出
身
、
孝
三

は
縁
あ
っ
て
福
井
県
丸
岡
町
長
昌
寺
に
小
僧
と
し
て
預
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
長
男
は
福
井
市
内
で
靴
の
卸
問
屋
を

始
め
る
が
昭
和
五
十
八
年
に
六
十
五
歳
に
て
死
去
、二
男
は

昭
和
十
九
年
大
東
亜
戦
争
で
戦
死
（享
年
二
十
五
歳
）、妹
は

昭
和
二
年
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
て
い
る
。
姉
は
長

昌
寺
に
嫁
ぐ
が
四
十
八
歳
に
て
永
眠
。
兄
弟
の
中
で
孝
三
一

人
、
出
家
し
て
洞
光
と
な
り
八
十
六
歳
ま
で
生
き
残
る
。
平

成
十
九
年
六
月
十
一
日
午
後
一
時
十
一
分
肺
炎
に
て
死
去

す
。 五

十
代
の
頃
か
ら
虚
血
性
心
疾
患
、
慢
性
心
不
全
と
な
っ

て
い
た
が
、
平
成
六
年
に
心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
、
僧
帽
弁
置

換
手
術
を
し
て
か
ら
結
果
は
良
好
、
容
態
は
安
定
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
い
つ
も
何
か
を
し
て
い
な
い
と
気
が
済
ま
な
い

性
格
故
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、永
平
寺
、
保
護
司
等
で
身
体

の
こ
と
は
そ
っ
ち
の
け
で
動
き
回
り
続
け
る
。
し
か
し
段
々

と
身
体
は
老
化
、元
気
に
な
る
薬
も
山
ほ
ど
飲
ん
だ
が
功
を

奏
さ
ず
、
車
の
運
転
も
ま
ま
な
ら
ず
、長
年
乗
り
な
れ
た
愛

車
は
九
月
に
廃
車
に
し
、
そ
れ
で
も
出
か
け
た
い
が
た
め
、

電
動
バ
イ
ク
（
足
が
悪
く
う
ま
く
歩
け
な
い
人
が
乗
る
）
を

購
入
、そ
れ
も
一
ヶ
月
足
ら
ず
で
乗
れ
な
く
な
り
車
庫
に
入 
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っ
た
ま
ま
。 

昨
年
十
二
月
か
ら
は
度
重
な
る
転
倒
に
よ
る
慢
性
硬

膜
下
血
腫
の
た
め
歩
行
困
難
と
な
り
、医
療
用
べ
ッ
ド
を

借
り
て
の
在
宅
介
護
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
寝
た

き
り
に
な
っ
て
か
ら
は
週
一
回
主
治
医
の
往
診
治
療
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
、
住
職
、妻
二
人
で
の
介
護
（と
い
っ
て
も
主

に
嫁
で
あ
る
妻
の
献
身
的
な
看
病
と
身
の
回
り
の
世

話
）、
要
介
護
（
４
）、
移
動
入
浴
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、
ウ
エ
ル

ネ
ス
中
条
へ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ー
も
何
回
か
通
う
。
自
分

で
は
歩
け
る
つ
も
り
な
の
か
、
ベ
ッ
ド
か
ら
幾
度
と
な
く

転
落
、
そ
の
度
に
よ
い
し
ょ
と
持
ち
上
げ
る
。
次
第
に
食

が
細
く
な
り
腕
も
足
も
骨
と
皮
の
状
態
、
抱
き
か
か
え
ベ

ッ
ド
に
戻
す
度
に
身
体
が
軽
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
を
感

じ
た
。
五
月
か
ら
は
要
介
護
最
高
の
（
５
）と
な
り
、
最
後

は
肺
炎
を
併
発
、
亡
く
な
る
十
日
程
前
か
ら
は
食
事
も

で
き
な
く
な
り
、
主
治
医
の
先
生
も
毎
日
往
診
、
容
態
を

見
守
っ
て
く
れ
た
。
住
職
も
ベ
ッ
ド
横
で
寝
る
こ
と
に
。 

亡
く
な
る
最
後
の
晩
、
妻
と
二
人
、
ベ
ッ
ド
の
側
で
深

夜
遅
く
ま
で
老
僧
の
生
き
様
を
振
り
返
る
。
「
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
人
で
し
た
」
、
横
で
聴
い
て
い
た
の
か
の
よ
う
に
、

翌
六
月
十
一
日
午
後
一
時
十
一
分
、容
態
急
変
、息
苦
し

く
な
っ
て
ア
ツ
ー
と
小
声
で
叫
び
息
絶
え
る
。
妻
と
二

人
、老
僧
の
手
を
握
り
し
め
最
後
を
看
取
る
。 

「
い
ま
ま
で
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
苦
労
様
で
し

た
。
良
い
ご
縁
で
し
た
。
安
ら
か
に
。
」 


